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の
九
月
、
宋
か
ら
帰
朝
し
た
道
元
は
、
そ
の
帰
朝
の
年
、

「
普
勧
坐
禅
儀
」
を
撰
述
し
て
、
立
教
開
宗

の
第
一
声
を
は
な
っ
た
。
そ
の
三
年
後
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三

O
）
に
は
、
深
草
の
関
居
に
お
い
て
「
弁
道
話
」
を
書
い
て
、

さ
ら
に
、

そ
の
宗
乗
を
明
か
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
の
後
、
天
福
元
年
（
二
＝
ニ
三
）
三
十
四
歳
の
春
、

一
寺
草
創
の
志
願
を
起
し
て
、
同
じ
深

草
の
極
楽
寺
雌
に
移
錫
し
、
寺
名
を
観
音
導
利
院
と
改
め
て
、
こ
こ
に
初
め
て
修
道
者
の
教
育
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

「
摩
前
般
若

波
羅
密
」
、

「
現
成
公
案
」
が
撰
述
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
年
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
中
元
の
日
に
は
、
先
に
撰
述
さ
れ
た
「
普
勧
坐
禅

儀
」
の
清
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
学
道
用
心
集
」
の
な
か
の
数
輩
は
、

「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
清
書
か
ら
八
ヶ
月
後
の
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）

の
三
月
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
年
の
冬
に
、
懐
弊
が
は
じ
め
て
禅
師
の
門
に
帰
投
し
て
い
る
。
翌
嘉
禎
元
年
に
は
、
僧
堂
の
勧
進
が
は
じ
め
ら
れ
、
翌
嘉
禎
ニ

年
に
は
、
祝
国
開
堂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
学
道
用
心
十
則
は
、

お
そ
ら
く
、

そ
の
撰
述
の
前
年
か
ら
新
た
に
始
め
ら
れ
た
観
音
導
利
院
に
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あ
っ
て
、
仏
道
を
修
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
々
の
た
め
の
学
道
の
用
心
と
し
て
、
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
成
立
に
つ
い
て
古
来
、
面
山
師
を
は
じ
め
多
く
の
宗
学
者
の
中
に
は
、
懐
弊
禅
師
の
編
集
と
な
す
説
が
あ
る
。
そ
の
理
由
と
す

る
と
こ
ろ
は
、
題
号
に
永
平
初
祖
の
四
文
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、

「
集
」
の
字
が
附
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
両

山
師
は
「
学
道
用
心
集
聞
解
」
の
中
に
、

「
十
章
ヲ
集
テ
一
冊
ト
ナ
シ
テ
題
号
ヲ
安
ゼ
ラ
レ
シ
ハ
、

ソ
レ
ヨ
リ
十
年
過
テ
越
山
山
居
ノ
後

ト
見
へ
タ
リ
」
と
い
っ
て
、
編
集
の
年
代
を
も
明
示
し
て
い
る
。
大
久
保
道
舟
氏
は
、
こ
れ
ら
後
人
の
編
集
説
を
否
定
し
て
、
道
元
自
身

註
一

の
撰
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
思
う
に
永
平
初
祖
の
四
文
字
を
冠
し
た
の
は
、

本
書
公
刊
の
時
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
へ
る
。
本
書
の
開
版
は
禅
師
の
滅
後
百
O
五

年
、
即
ち
延
文
二
年
に
、
永
平
寺
の
住
持
た
る
曇
希
師
の
刊
行
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
て
、
：
：
：
か
か
る
印
行
の
際
に
は
、
題
号
の
修
正
や
本

文
の
校
正
を
行
う
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
本
書
の
如
き
も
多
く
の
校
正
が
試
み
ら
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
、
永
平
初
祖
の
四
文
字

の
如
き
も
此
時
に
添
加
せ
ら
れ
、
而
し
て
一
見
何
人
の
作
な
る
か
を
明
か
に
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
適
例
は
、
延
文
三
年
公
刊

の
「
元
禅
師
語
録
」
が
、

巻
末
刊
記
に
い
た
っ
て
特
に
永
平
の
二
字
を
冠
し
て
「
永
平
元
禅
師
語
録
」
と
命
し
て
い
る
の
と
同
様
で
あ

る
。
若
し
自
分
の
こ
の
推
測
に
し
て
当
を
得
て
お
る
と
す
れ
ば
、
本
書
の
初
題
は
学
道
用
心
集
の
五
字
か
、
若
く
は
単
に
用
心
集
の
三
宇

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
は
寛
永
十
年
以
前
の
刊
本
と
思
わ
れ
る
本
書
の
各
紙
欄
外
の
註
に
た
だ
用
心
集
の
三
字
の
み
が
書
名
と
し

て
刻
記
さ
れ
て
い
る
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
最
初
は
用
心
集
若
く
は
学
道
用
心
集
の
如
き
簡
単
な
書
名
に
よ
っ
て
書
冊

と
し
て
の
用
途
を
果
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
何
人
の
著
作
で
あ
る
か
、
ま
た
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
が
判
明
し
な
い

の
で
、
如
上
公
刊
の
際
に
永
平
初
祖
の
四
字
を
附
加
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
面
山
師
等
の
懐
弊
師
編
輯
説
に
は
確
固
た
る



根
拠
が
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
然
ら
ぽ
本
書
は
何
人
の
編
纂
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
本
書
の
開
版
が
越

前
宝
慶
寺
閉
山
寂
円
師
の
法
孫
曇
希
の
手
に
よ
っ
て
、
義
雲
禅
師
語
録
と
同
時
に
上
梓
さ
れ
て
い
る
事
情
か
ら
推
察
す
る
に
、
本
書
の
原

本
は
寂
円
師
の
室
中
か
ら
伝
来
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
同
師
か
ら
義
雲
へ
、
義
雲
か
ら
曇
希
へ
と
次
第
相
伝
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
寂
円
師
は
、
そ
の
本
師
た
る
懐
弊
か
ら
直
ち
に
相
承
し
た
か
或
は
道
元
禅
師
の
自
筆
本
に
つ
い
て
直
接
書
写
し

た
か
の
何
れ
か
で
あ
っ
て
、
原
本
の
所
在
を
道
元
禅
師
に
ま
で
測
っ
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
：
：
：
仮
り
に
懐
弊
禅
師
が
編
纂
し

た
と
す
る
な
ら
ば
、

本
書
以
外
の
他
の
書
巻
の
如
く
、

必
ず
書
写
の
年
次
と
場
所
と
編
纂
の
経
緯
と
が
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
：
；
：
何
れ
に
す
る
も
本
書
は
数
あ
る
禅
師
の
著
作
中
、
門
人
の
手
を
煩
し
た
こ
と
の
砂
い
も
の
で
、

内
容
的
に
は
む
し
ろ
禅
師
が
撰

作
せ
ら
れ
た
当
初
の
原
始
的
面
影
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
」

「
果
し
て
こ
の
観
察
は
次
の
事
柄
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
暗
に
な
る
と
思
う
。
そ
れ
は
去
る
阻
和
二
十
一
年
の
末
、
東
京
都
堀
口
蘇
山
氏

に
よ
っ
て
「
学
道
用
心
十
則
」
と
題
す
る
古
写
本
が
発
見
せ
ら
れ
、

そ
れ
が
後
に
静
岡
県
岸
沢
惟
安
氏
の
有
に
帰
し
て
今
日
に
い
た
っ
て

い
る
が
、
そ
の
末
尾
識
語
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

本
云
、
寛
元
三
乙
巳
歳
二
月
八
日
、
於
一
越
州
大
仏
寺
南
坊
－
書
写
畢
、

弘
長
三
年
鵬
月
初
三
目
、
於
興
聖
寺
書
写
畢
、
義
弊

即
ち
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
の
書
名
は
元
来
「
学
道
用
心
」
と
い
う
極
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
、
而
し
て
そ
の
編
者

孤
雲

も
懐
弊
で
は
な
く
て
禅
師
自
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
。
な
お
懐
弊
の
書
写
が
寛
元
三
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
成
立
も
天
福
二
年

を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
今
日
の
流
布
本
に
以
上
の
よ
う
な
識
語
の
見
え
な
い
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
流
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布
本
の
源
泉
た
る
延
文
本
（
曇
希
本
）
は
、
も
と
も
と
寂
円
が
禅
師
の
自
筆
本
に
つ
い
て
直
接
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
そ
れ
が

註
ニ

義
雲
に
伝
わ
り
、
義
雲
か
ら
曇
希
に
い
た
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
」
と
。

著
者
も
ま
た
、
大
久
保
道
舟
氏
と
同
様
、
学
道
用
心
十
則
の
撰
者
を
道
元
禅
師
自
身
と
み
る
も
の
で
あ
る
。

「
学
道
用
心
集
」
は
、
十
則
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
各
則
と
も
は
じ
め
に
表
題
が
つ
け
ら
れ
、
本
文
の
書
出
し
に
は
、
必
ず
、
「
右
」
の

字
を
お
い
て
、
本
文
の
提
唱
が
論
理
的
な
順
序
を
追
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
第
二
節
に
明
ら
か
に
す
る
如
く
、
十
則
の
内
容
を
仔
細
に
点

検
す
る
と
、
そ
れ
ら
が
論
理
的
に
極
め
て
緊
密
な
一
つ
の
体
系
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
が
理
由
の
第
一
で
あ
る
。
第
二

の
理
由
は
、
第
三
節
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
「
宝
鹿
記
」
の
中
心
思
組
と
の
連
関
で
あ
る
。

「
宝
慶
記
」
は
、
天
童
如
浄
が
若

き
道
元
に
与
え
た
学
道
の
用
心
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
先
師
如
浄
の
切
々
た
る
慈
講
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

仰
と
「
只
管
打
坐
」

れ
ら
の
慈
諸
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
如
浄
が
青
年
道
元
の
誘
披
に
お
い
て
最
も
力
を
注
い
だ
も
の
は
、

註
三

へ
の
勧
一
円
で
あ
っ
た
。
如
浄
の
こ
の
お
し
え
は
、

「
正
伝
の
一
仏
法
」
の
信

る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
理
由
は
、

第
四
節
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、 学
道
用
心
十
則
を
貫
く
二
大
中
心
思
想
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い

註
四

の
内
容
と
の
異
同
で
あ
る
。

「
正
法
眼
蔵
闘
聞
記
」

こ
の

よ
う
な
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
、
学
道
用
心
十
則
の
編
纂
は
、
禅
師
自
身
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
撰
述
の
年
月
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
、
天
福
二
年
書
の
奥
書
の
あ
る
も
の
と
同
様
、
奥
書
の
な
い
も
の
も
、
天
福
二
年
中
の
撰
で

あ
る
と
推
定
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
も
し
、
奥
書
の
な
い
も
の
が
、

そ
の
後
の
数
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
会
下
の
学
人
間
に
大
き
な
学
道
上
の
問
題
と
さ
れ
、

ま
た
道
元
自
身
重
要
な
学
道
上
の
問
題
と
し
て
考

え
た
問
題
が
、
十
則
の
中
に
と
り
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
第
四
節
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な



あ
と
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

懐
非
は
、
天
福
二
年
の
冬
禅
師
の
門
に
帰
投
し
、
翌
年
か
ら
約
四
ヶ
年
聞
に
わ
た
っ
て
師
の
慈
識
を
記
録
し
た
。
当
時
は
ま
だ
修
道
者

の
数
も
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
諒
々
と
し
て
説
か
れ
た
慈
譜
の
記
録
が
、
随
聞
記
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
こ
の
記

録
を
と
お
し
て
、
開
宗
当
初
の
教
団
に
お
い
て
禅
師
が
も
っ
と
も
力
を
注
が
れ
た
点
は
何
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
を
修
道
者
の
側
に
つ
い
て

み
れ
ば
、
何
が
も
っ
と
も
彼
等
の
修
道
の
つ
ま
づ
き
と
な
っ
た
か
。
僧
伽
と
し
て
の
団
体
生
活
は
理
惣
ど
お
り
に
営
ま
れ
た
か
。
等
々
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
四
年
間
の
慈
諮
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
意
が
用
い
ら
れ
た
事
項
の
一
つ
は
、

「
学
道
の
人
衣
糧
を
煩

ふ
こ
と
莫
れ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

「
一
日
僧
来
て
学
道
の
用
心
を
問
ふ
。
次
で
に
示
し
て
云
く
学
道
の
人
は
先
須
く

貧
な
る
べ
し
。
財
お
ほ
け
れ
ば
必
ず
其
の
志
を
失
ふ
。
云
々
」
と
説
い
て
、
そ
の
慈
龍
数
は
随
聞
記
中
の
最
上
位
を
占
む
る
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。
ま
た
、
同
心
に
和
合
す
べ
き
こ
と
も
、
屡
々
慈
請
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
随
聞
記
の
み
に
現
わ
れ
る
垂
請
の
特
色

を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、

「
学
道
用
心
集
」
の
中
に
は
、
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
い
て
、
著
者
は
「
学
道
用
心
集
」
の
撰
述
は
、
日
附
け
の
あ
る
も
の
は
勿
論
の
こ
と
、
日
附
け
の
な
い
も
の

も
、
日
附
け
の
あ
る
も
の
と
同
様
、
随
聞
記
の
慈
諦
が
は
じ
ま
っ
た
年
の
前
年
、

す
な
わ
ち
天
福
二
年
中
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、

註
五
に
、
天
福
二
年
に
撰
述
さ
れ
た
「
学
道
用
心
集
」
も
、

帰
朝
の
年
に
撰
述
さ
れ
た

「
普
勧
坐
禅
儀
」

地主

そ
れ
か
ら
十
五
年
後
の
仁
治
三
年
前
後
に
再
治
さ
れ
た
よ
う

そ
れ
か
ら
十
一
年
の
後
、

慎
非
が
こ
れ
を
大
仏
寺
に
お
い
て
書
写
し
た
寛
元

年
ま
で
の
聞
に
、
再
治
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
は
じ
め
の
撰
述

は
、
こ
れ
を
天
福
二
年
中
の
こ
と
と
み
る
の
が
種
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

学
道
用
心
集
考

－
六



学
道
用
心
集
考

一
六
四

最
後
に
、
奥
書
の
日
附
け
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
お
き
た
い
。
第
三
則
の
最
後
に
は
、

「
天
福
二
甲
午
三
月
九
白
書
」
と
し
る
さ
れ
て

お
り
、
第
六
則
の
最
後
に
は
、

「
天
福
甲
午
清
明
日
香
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
清
明
日
は
、
清
明
節
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
清

明
節
は
、
二
十
四
気
節
の
一
つ
で
、
春
分
の
日
か
ら
十
五
日
あ
と
に
当
る
日
で
あ
る
。
中
国
の
宋
時
代
に
は
、
こ
の
日
祖
先
の
慕
を
清
め

て
こ
れ
を
ま
つ
る
墓
祭
の
行
事
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
福
二
年
の
清
明
日
を
各
種
の
年
表
に
よ
っ
て
調
べ
る
と
、
庚
子
の

日
に
当
っ
て
い
る
。
庚
子
の
日
は
、
百
練
抄
に
よ
れ
ば
三
月
二
日
と
な
る
。
と
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
学
道
用
心
第
三
則
の
日
附
け
は
、

第
六
則
の
日
附
け
よ
り
も
七
日
ば
か
り
あ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
憶
測
を
た
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

い
ま
は
推
測
を
止
め
、
後
日
さ
ら
に
確
実
な
資
料
に
基
づ
い
て
正
し
い
解
釈
が
可
能
と
な
る
日
ま
で
、
問
題
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

註
六

次
に
、
大
久
保
道
舟
校
訂
の
「
学
道
用
心
集
」
の
全
文
を
掲
げ
よ
う
。
表
題
の
上
の
番
号
は
、
論
述
の
便
宜
上
著
者
が
か
り
に
つ
け
た

2・

も
の
で
あ
る
。

（
一
）
可
発
菩
提
心
事

レ

コ

一

右
、
菩
提
心
、
多
名
一
心
也
。
泡
樹
祖
師
日
、
唯
、
観
世
間
生
滅
無
常
心
亦
名
菩
提
心
。
然
乃
暫
依
此
心
－
可
為
菩
提
心
者
獄
。
誠
夫

－

一

一

・

二

一

二

一

レ

一

一

－

観
無
常
時
、
吾
我
之
心
不
生
、
名
利
念
不
起
、
窓
怖
時
光
之
太
速
、
所
以
行
道
救
頭
燃
。
顧
陪
身
命
不
牢
、
所
以
精
進
慣
趨
足
1

縦
聞
緊

二

－

ν

レ

＝

一

二

、

一

一

一

一

レ

＝

一

－

－

那
迦
陵
讃
歎
之
音
声
、
タ
風
払
耳
也
。
従
見
毛
嫡
西
施
美
妙
之
容
顔
、
朝
露
遮
限
也
。
己
離
声
色
之
繋
縛
、
自
合
道
心
理
致
歎
。
往
古
来
今
、

一

レ

一

一

一

レ

ニ

一

ニ

－

或
聞
寡
閲
士
、
或
見
少
見
人
、
多
堕
名
利
坑
、
永
失
仏
道
之
命
。
可
哀
可
倍
、
不
可
不
知
。
縦
有
説
権
突
之
妙
典
、
縦
有
伝
顕
密
之
教
籍
、

ニ

一

－

一

－

三

一

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

ニ

－

ν
＝

－



未
描
名
利
、
未
称
発
心
ι
有
云
、
菩
提
心
者
無
上
正
等
覚
心
也
、
不
可
拘
名
聞
利
養
、
有
云
、

レ
ニ
－

ν
ニ

一

ν
レ

ニ

－

法
問
也
、
有
云
、
入
仏
界
心
也
。
如
是
之
輩
未
知
菩
提
心
、
狼
誘
菩
提
心
。
於
仏
道
中
遠
之
遠
実
。
訴
願
吾
我
名
利
之
当
心
、
融
一
念

レ

レ

二

一

－

一

一

二

一

ニ

－

ニ

三
千
之
性
相
否
、
証
一
念
不
生
之
法
門
否
。
唯
、
有
貧
名
愛
利
之
妄
念
、
更
無
菩
提
道
心
可
取
乎
。
古
来
得
道
得
法
之
聖
人
、
雌
有
岡
盛
之

＝

－

＝

－

ニ

一

レ

レ

コ

方
使
、
未
有
名
利
之
邪
念
。
法
執
尚
無
、
混
世
執
乎
。
所
翻
普
提
心
者
、
前
来
所
云
観
無
常
心
、
便
楚
其
一
也
、
全
非
狂
者
所
指
也
。
彼
不

二

一

レ

レ

＝

－

ニ

－

ν

生
念
三
千
相
、
発
心
以
後
之
妙
行
也
、
不
可
狼
獄
。
唯
、
暫
忘
吾
我
而
潜
修
、
乃
菩
提
心
之
親
也
。
所
以
六
十
二
見
以
我
為
本
也
。
若
起

レ

レ

ニ

一

レ

レ

ニ

我
見
之
時
静
坐
観
察
。
ム
寸
我
身
体
内
外
所
有
、
、
以
何
為
本
乎
。
身
体
髪
膚
棄
於
父
母
、
赤
白
二
滴
始
終
是
空
、
所
以
非
我
。
心
意
識
智
、

レ

レ

二

一

レ

一
繋
於
寿
命
、
出
入
一
息
、
畢
覚
如
何
、
所
以
非
我
、
彼
比
側
可
執
乎
。
迷
者
執
之
、
倍
者
離
之
。
而
計
無
我
之
我
、
執
不
生
之
生
、
不
行

レ

レ

レ

レ

レ

ニ

－

ニ

－

レ

ニ

仏
道
之
可
行
、
不
断
世
情
之
可
断
、
厭
実
法
求
妄
法
1

蛍
不
錯
乎
。

一

レ

レ

三

一

ν

－

一

一

ニ

｝

レ

（
ニ
）
見
聞
正
法
必
可
修
習
事

右
、
忠
臣
献
二
言
、
数
有
廻
天
之
力
、
仏
祖
施
一
語
莫
不
廻
心
之
人
。
自
非
明
主
無
容
忠
言
、
自
非
抜
群
無
容
仏
語
。
如
不
廻
心
者
、

ニ

－

＝

一

三

－

下

＝

一

上

ニ

】

レ

ニ

一

ニ

一

レ

ニ

－

レ

ニ

－

順
流
生
死
之
未
断
、
如
不
容
忠
言
、
治
悶
徳
政
之
未
行
突
。

レ

レ

レ

ニ

－

レ

。
－
一
）
仏
道
必
依
行
可
証
人
事

右
、
俗
日
、
学
乃
禄
在
其
中
。
仏
言
、
行
乃
証
在
其
中
。
未
嘗
得
閣
不
学
而
得
禄
者
、
不
行
而
得
証
者
。
縦
行
有
信
法
頓
漸
之
異
、

－

一

－

＝

一

下

中

上

ニ

レ

レ

レ

レ

－

＝

－

必
待
行
令
超
証
意
、
縦
学
有
浅
深
利
鈍
之
科
、
必
積
学
A
O
預
禄
突
。
是
乃
非
独
王
者
之
優
与
不
優
可
由
天
運
之
応
与
不
応
獄
。
若
非
学
而

レ

ニ

－

レ

レ

下

ニ

一

上

レ

三

＝

－

ν

受
禄
者
、
誰
伝
先
王
理
乱
之
道
。
若
非
行
而
得
証
者
、
誰
了
如
来
迷
信
之
法
。
可
識
立
行
於
迷
中
波
証
於
覚
前
。
子
時
始
知
船
筏
之
昨
夢
、

レ

ニ

－

レ

レ

二

一

レ

ニ

｝

－

－

－

ν

－

－

－

永
断
藤
拙
之
旧
見
、
是
非
仏
之
強
為
、
所
令
機
之
周
施
也
。
況
乎
行
之
所
招
者
証
也
、
自
家
之
宝
蔵
不
縦
外
来
。
証
之
所
使
者
行
也
、
心
地

＝

－

－

一

一

ν
－

一

一

レ

ニ

レ

－

レ

駿
跡
堂
可
廻
転
。
然
而
若
廻
証
限
令
贋
汀
地
者
、
無
一
場
之
当
限
、
将
見
者
白
雲
万
塁
。
若
挙
行
足
擬
証
階
者
、
無
一
盛
之
受
足
、
将
踏

レ

－

－

－

一

一

一

二

一

二

一

レ

レ

ニ

－

ニ

－

＝

一

レ

レ

一
念
三
千
之
観
畔
也
、
有
云
、

一
念
不
生

学
道
用
心
集
考

－
六
五



学
道
用
心
集
考

一
六
六

者
天
地
懸
一
備
。
於
是
退
愛
者
帥
仏
地
及
。
天
福
二
何
三
月
九
白
書
。

（
四
）
周
有
所
得
心
不
可
修
仏
法
事

二

一

レ

レ

ニ

一

右
、
仏
法
修
行
、
必
禦
先
遥
之
真
談
、
不
用
私
用
心
殿
。
調
乎
仏
法
、
以
有
心
不
可
得
、
以
無
心
不
可
得
。
但
、
搬
行
心
与
道
不
符
合
、

－

一

一

レ

二

一

三

一

レ

レ

＝

一

レ

レ

レ

一

一

一

身
心
禾
嘗
安
寧
也
。
身
心
未
安
寧
、
身
心
不
安
楽
。
身
心
不
安
楽
、
証
道
荊
材
料
生
也
。
所
謂
操
行
与
道
合
、
如
何
行
履
。
心
不
取
捨
心
無

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

レ

ニ

－

一

一

名
利
也
。
仏
法
修
行
不
是
為
人
修
也
。
如
今
世
人
、
仏
法
修
行
人
、
其
心
与
道
遠
之
遠
失
。
若
人
賞
翫
者
、
縦
知
非
道
乃
修
行
之
］
若
不
・

ニ

レ

一

二

一

レ

ニ

－

－

一

－

｝

恭
敬
讃
艇
、
雄
知
是
正
道
奔
而
不
修
。
痛
哉
、
汝
等
試
静
心
観
察
。
此
心
行
、
為
仏
法
耶
、
非
仏
法
耶
。
可
恥
可
恥
、
型
限
一
的
照
失
。
夫
仏
法

－

レ

ニ

一

レ

レ

ニ

一

二

一

レ

レ

レ

修
行
者
尚
不
為
自
身
、
況
為
名
閤
利
養
修
之
乎
、
但
、
為
仏
法
可
修
之
也
。
諸
仏
慈
悲
哀
感
衆
生
、
不
為
自
身
、
不
為
他
人
、
唯
、
仏
法
之

レ

二

一

一

一

一

レ

一

一

一

レ

レ

ニ

一

レ

二

一

レ

－

一

－

常
也
。
不
見
、
小
虫
畜
類
養
育
其
子
、
身
心
銀
難
経
営
苦
辛
、
暴
寛
長
養
、
於
父
母
終
無
益
耶
。
然
而
念
子
之
慈
悲
．
小
物
尚
然
、
自
似
諸
仏
之
念

レ

＝

一

ニ

－

レ

レ

－

一

－

衆
生
。
務
仏
之
妙
法
不
唯
慈
悲
一
条
、
普
現
諸
問
。
其
本
皆
然
也
。
既
為
仏
子
、
童
慣
仏
風
略
。
行
者
不
可
念
為
自
身
而
修
仏
法
］
不
可

－

＝

－

＝

一

二

－

レ

ニ

－

レ

レ

下

ニ

－

中

上

レ

干

為
名
利
而
修
仏
法
、
不
可
為
得
果
報
而
修
仏
法
、
不
可
為
得
霊
験
而
修
仏
法
君
、
但
、
為
仏
法
而
修
仏
法
、
乃
是
道
也
。

二

一

中

上

レ

下

レ

ニ

－

中

上

レ

下

レ

二

一

中

上

二

｝

ニ

一

（
五
）
参
禅
学
道
可
求
正
師
事

レ
二
一

右
、
古
人
云
、
発
心
不
正
万
行
空
施
。
誠
哉
此
言
。
行
進
可
依
導
師
之
正
与
邪
獄
。
機
如
良
材
、
師
似
工
匠
。
縦
雌
為
良
材
、
不
得
良
工
者
奇

レ

レ

ニ

一

レ

ニ

一

二

一

レ

ニ

一

レ

ニ

－

麗
未
彰
。
縦
燐
曲
木
、
若
過
好
手
者
妙
巧
忽
現
。
随
師
正
邪
有
悟
偽
真
。
以
之
可
暁
。
但
、
我
国
縦
背
正
師
未
在
、
何
以
知
之
然
乎
。
見
言
而

レ

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

レ

レ

レ

レ

ニ

－

レ

察
也
、
如
酌
流
而
討
源
。
我
朝
古
来
諸
師
篤
集
書
籍
、
訓
弟
子
施
人
天
、
其
一
言
是
青
‘
其
語
未
熟
、
禾
到
学
地
之
頂
、
何
及
証
階
之
辺
－
只
、
伝
’

ニ

レ

一

レ

一

一

一

一

一

一

レ

レ

ニ

一

二

｝

＝

文
言
令
請
名
字
。
日
夜
数
也
宝
自
無
半
銭
分
。
古
賀
在
之
。
或
教
人
求
心
外
之
正
覚
、
或
教
人
願
他
土
之
往
生
。
前
回
乱
起
子
此
1

邪
念
職

一

レ

ニ

－

二

一

二

一

レ

三

二

一

三

二

一

ニ

｝

ニ

子
此
。
縦
雌
与
良
菜
、
不
教
鎗
方
作
病
之
、
甚
於
服
毒
。
我
朝
縦
古
与
良
薬
之
人
如
無
、
鋪
薬
務
之
師
未
在
。
是
以
生
病
難
除
、
老
死
何

一

レ

ニ

一

レ

二

一

レ

ニ

一

レ

レ

＝

｝

レ

ニ

－

レ

レ

免
。
皆
是
師
之
答
也
、
全
非
機
之
後
也
。
所
以
者
何
、
為
人
師
者
、
教
人
捨
本
逐
未
之
令
然
也
。
自
鮮
未
立
以
前
、
偏
専
己
我
之
心
1

濫

ニ

一

二

一

ニ

レ

一

レ

レ

レ

ニ

－



教
他
人
招
堕
邪
境
。
可
哀
、
為
附
之
者
、
未
知
是
邪
惑
、
弟
子
何
為
覚
了
是
非
乎
。
可
悲
、
辺
部
之
小
邦
仏
法
未
弘
通
、
正
郎
未
出
世
。

下

上

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

二

｝

レ

一

若
欲
学
無
上
之
仏
道
1

造
可
訪
宋
土
之
知
識
、
遁
可
一
時
心
外
之
活
路
。
不
得
正
師
不
如
不
学
。
夫
正
師
者
、
不
問
年
老
者
宿
、
唯
、
明
正

レ

ニ

－

レ

ニ

一

レ

ニ

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

ニ

一

ニ

法
令
得
毘
師
之
印
証
也
。
文
字
不
為
先
、
鮮
禽
不
為
先
、
有
格
外
之
力
量
、
有
過
節
之
志
気
、
不
拘
我
見
、
不
滞
情
誠
、
行
鮮
相
応
建
乃

一

ニ

－

レ

レ

レ

レ

＝

一

二

一

レ

ニ

一

レ

ニ

一

正
師
也
。（

六
）
参
樽
可
知
事

レ

右
、
参
神
学
道
者
一
生
大
引
出
、
不
可
忽
、
蛍
’
M
平
副
問
。
古
人
断
同
首
析
指
、
神
丹
之
勝
閥
也
。
皆
、
仏
捨
家
指
図
、
行
道
之
遺
縦
也
。
今

レ

レ

ニ

一

レ

レ

レ

レ

人
云
、
可
行
易
行
之
行
。
此
言
尤
非
也
、
太
不
合
仏
道
。
若
専
事
以
擬
行
者
、
偲
臥
猶
限
也
、
樹
子
一
一
割
樹
子
万
事
。
好
易
之
人
、
自
知

レ

ニ

レ

一

レ

ニ

一

レ

レ

ニ

一

一

一

－

レ

レ

非
道
器
突
。
況
乎
今
世
流
布
之
法
、
此
乃
釈
迦
大
師
無
量
劫
来
難
行
苦
行
、
然
後
乃
得
此
法
也
。
本
源
既
爾
、
流
派
蛍
可
易
乎
。
好
道
之

二

一

レ

レ

士
莫
志
易
行
。
若
求
易
行
、
定
不
透
実
地
、
必
不
到
宝
所
者
獄
。
古
人
具
大
力
量
尚
言
、
難
行
。
可
識
仏
道
深
大
。
若
仏
道
本
自

レ

ニ

一

二

一

レ

ニ

－

レ

ニ

一

二

一

レ

レ

易
行
者
、
古
来
大
力
量
之
土
、
不
可
言
難
行
難
解
也
。
以
今
人
比
古
人
、
不
及
九
牛
之
一
毛
。
而
以
此
少
根
締
識
、
縦
励
力
以
擬

レ

レ

レ

－

－

一

一

ニ

｝

レ

ニ

｝

二

一

レ

ニ

難
行
能
行
、
猶
不
可
及
古
人
之
易
行
易
鮮
也
。
今
人
之
所
好
易
鮮
易
行
之
法
者
、
其
是
何
耶
。
己
非
世
法
、
文
非
仏
法
、
未
及
天
魔
波

一

レ

レ

二

一

レ

二

一

ニ

－

レ

ニ

旬
之
行
、
未
及
外
道
二
乗
之
行
、
可
云
凡
夫
迷
妄
之
甚
獄
。
縦
雄
擬
出
離
、
還
是
無
窮
之
輪
廻
也
。
観
其
折
骨
砕
髄
亦
不
難
乎
、

一

レ

＝

一

レ

ニ

一

レ

＝

－

ニ

レ

一

レ

レ

調
心
操
之
事
尤
難
。
長
斎
党
行
亦
不
難
乎
、
調
身
行
之
事
危
難
。
若
粉
骨
可
賞
者
忍
之
者
従
普
雌
多
、
得
法
之
者
惟
少
。
斎
行
者
可
貴
者

－

レ

ニ

一

レ

レ

レ

レ

レ

従
古
雌
多
、
儒
道
之
者
惟
少
。
是
乃
調
心
甚
難
故
也
。
聡
明
不
為
先
、
学
鮮
不
為
先
、
心
意
識
不
為
先
、
念
想
観
不
為
先
、
向
来
都
不
用

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

之
而
調
身
心
以
入
仏
道
也
。
釈
迦
老
子
云
、
観
音
入
流
亡
所
知
。
即
之
意
也
。
動
静
二
相
了
然
不
生
、
即
之
調
也
。
若
以
聡
明
博
鮮
可
入

一

レ

二

一

レ

二

一

レ

ニ

仏
道
者
神
秀
上
陸
其
人
也
。
若
以
腐
休
卑
賎
可
嫌
仏
道
者
曹
渓
高
祖
蛍
敢
乎
。
伝
得
仏
道
之
法
、
在
聡
明
博
鮮
之
外
、
事
於
是
明
実
。
探

一

二

一

レ

ニ

一

レ

ニ

－

ニ

－

ν

而
可
尋
、
文
不
嫌
年
老
謹
及
、
又
不
嫌
幼
稚
壮
齢
。
越
州
者
六
旬
余
分
始
参
、
縦
然
為
相
席
之
英
雄
。
郷
娘
者
十
三

レ

レ

ニ

一

レ

ニ

｝

レ

ニ

－

胤
而
可
参
。
レ

学
道
用
心
集
考

－
六
七



学
道
用
心
集
考

一
六
八

仏
法
之
威
見
子
加
与
不
加
、
分
子
参
与
不
参
。
或
教
家
久
習
、
或
世
典
旧
才
皆
可
訪
禅
門
、
其

レ
二
一

例
是
多
。
南
獄
慈
思
考
多
才
之
人
也
、
尚
参
遥
瞬
間
、
永
嘉
玄
覚
者
秀
逸
之
士
也
、
己
参
大
銭
。
明
子
法
得
子
道
、
可
為
参
師
之
力
1

但
参

ニ

一

二

一

エ

一

レ

一

一

一

二

問
宗
師
之
時
、
聞
師
説
而
勿
同
己
見
、
若
同
己
見
者
不
得
師
法
也
。
参
師
聞
法
之
時
、
浄
身
心
、
静
限
耳
、
唯
、
聴
受
師
法
更
不
交
余
念
b

一

二

一

レ

二

一

二

一

レ

エ

一

二

一

一

一

一

二

一

レ

＝

－

身
心
一
如
而
如
水
潟
器
、
若
能
如
是
方
得
師
法
也
。
今
愚
魯
之
輩
、
或
記
文
籍
、
或
葱
先
閥
、
以
同
師
説
、
此
時
、
唯
、
有
己
見
古
語
、

二

一

レ

レ

二

一

ニ

一

二

一

＝

一

一

一

－

師
言
未
契
突
。
或
一
類
、
己
見
為
先
而
披
経
巻
、
記
持
一
両
語
以
為
仏
法
。
後
参
明
師
宗
匠
間
法
之
時
、
若
同
己
見
者
為
是
、
若
不
合
旧

レ

レ

＝

一

二

一

一

一

一

－

一

一

レ

ニ

一

レ

レ

ニ

意
者
為
非
、
不
知
捨
邪
之
方
、
宣
登
帰
正
之
道
乎
。
縦
盛
沙
劫
尚
為
迷
者
、
尤
可
哀
、
不
悲
之
乎
。
参
学
可
識
、
仏
道
在
思
量
分
別
卜
皮

レ

レ

ニ

レ

一

レ

ニ

レ

一

二

一

レ

レ

レ

レ

二

観
想
知
覚
慈
鮮
之
外
也
。
若
在
比
等
之
際
、
生
来
常
在
此
等
之
中
常
翫
此
等
。
何
故
子
今
不
覚
仏
道
乎
。
学
一
者
不
可
用
思
量
分
別
等
之

一

二

一

一

一

一

一

一

一

レ

レ

二

一

レ

レ

ニ

事
、
常
帯
思
量
等
以
五
回
身
而
検
点
、
於
是
明
鑑
者
也
。
其
所
入
門
、
有
得
法
之
宗
匠
悉
之
。
非
文
字
法
師
之
所
及
耳
。
天
福
甲
午
清
明
日

一

二

一

二

一

レ

＝

一

レ

ニ

一

レ

書。 歳
A
q
久
学
、

能
文
叢
林
之
抜
率
也
。

（
七
）
修
行
仏
法
欣
求
出
離
人
須
参
禅
事

右
、
仏
法
勝
子
諸
道
、
所
以
人
求
之
。
如
来
在
世
全
無
二
一
教
、
全
無
二
師
。
大
師
釈
尊
、
唯
、
以
無
上
菩
提
誘
引
衆
生
而
己
u

迦
葉
伝
白

二

一

レ

二

一

一

一

一

二

一

一

一

一

－

正
法
眼
蔵
可
以
来
、
西
天
二
十
八
代
、
東
土
六
代
、
乃
至
五
家
諸
祖
、
嫡
嫡
相
承
一
史
部
品
一
断
絶
プ
然
則
梁
普
通
中
以
後
、
始

1
澗
徒
一
乃
一
立
一
寸
王

臣
、
抜
群
者
無
不
一
帰
突
。
塾
大
所
以
可
愛
勝
者
可
愛
勝
也
、
不
可
如
葉
公
愛
竜
獄
。
神
丹
以
東
諸
国
、
文
字
教
網
沼
海
舟
山
。
月
四
川
守
山
一

－

レ

レ

ニ

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

無
雲
心
、
雄
布
子
海
枯
波
心
。
患
者
晴
之
、
警
如
撮
魚
目
以
執
珠
。
迷
者
翫
之
、
警
如
蔵
燕
石
以
崇
玉
。
多
堕
魔
坑
麗
損
自
身
。
可
哀
、

二

一

レ

レ

レ

ニ

一

レ

下

二

一

上

レ

レ

下

二

一

上

レ

－

一

一

二

辺
部
之
境
、
邪
風
易
扇
正
法
難
適
。
雄
然
、
神
丹
一
国
巳
帰
仏
正
法
、
我
朝
高
麗
等
仏
正
法
未
弘
通
、
何
為
、
何
為
。
高
麗
国
猶
聞
正
法
之
名
）

レ

レ

レ

ニ

一

二

一

一

一

－

我
朝
未
嘗
得
閥
、
前
来
入
唐
諮
師
皆
滞
教
網
故
也
。
雄
伝
仏
書
如
忘
仏
法
。
其
益
是
何
、
其
功
終
空
。
是
乃
所
以
不
知
学
道
之
故
実
也
。

ニ

一

レ

ニ

一

レ

ニ

一

レ

ニ

一

下

上

レ

＝

－

可
哀
、
徒
労
過
一
生
之
人
身
。
夫
学
仏
道
、
初
入
門
時
、
関
知
識
教
如
教
修
行
。
此
時
有
可
知
事
。
所
調
法
転
我
、
我
転
法
也
。
我
能
転

レ

ニ

一

二

一

レ

二

一

レ

ニ

レ

一

レ

レ

レ

レ



法
之
時
、
我
強
法
弱
也
。
法
還
転
我
之
時
、
法
強
我
弱
也
、
仏
法
従
来
有
比
両
節
、
非
正
嫡
者
未
嘗
知
之
、
非
納
僧
者
名
尚
翠
問
。
若
不

一

一

－

－

一

一

二

一

レ

ニ

一

レ

レ

知
此
故
実
者
、
学
華
宵
正
邪
奨
為
分
別
一
鴬
。
今
護
学
道
人
、
自
伝
習
此
故
実
、
所
以

T4也
。
余
門
無
失
。
欣
求
仏
道
之
人
、
非
一

参
禅
不
可
了
知
真
道
鷲
。

一
レ
レ
ニ
一

（
八
）
禅
僧
行
履
事

右
、
仏
祖
以
来
、
直
指
単
伝
、
西
乾
四
七
、
東
地
六
世
、
不
添
総
事
、
莫
破
一
一
盤
。
衣
及
曹
渓
法
周
沙
界
。
子
時
、
如
来
正
法
眼
蔵
盛

レ

ニ

一

レ

ニ

一

二

一

ニ

－

レ

ニ

乎
巨
唐
。
其
法
為
体
、
撲
掠
不
得
、
求
寛
不
得
。
見
処
亡
知
。
得
時
超
心
。
失
面
白
於
黄
梅
、
断
膏
腕
於
少
室
。
得
髄
翻
心
分
貿
風
流
、

一

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

二

一

レ

レ

ニ

一

設
拝
退
歩
4
0
堕
便
宜
。
然
而
、
於
心
於
身
無
住
無
着
、
不
留
不
滞
、
越
州
僧
閥
、
狗
子
選
有
仏
性
也
無
、
越
州
云
、
無
。
於
無
字
上
擬
量

レ

レ

＝

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

二

－

得
陵
、
擁
滞
得
際
、
全
無
巴
肉
界
。
務
問
試
搬
手
。
且
撒
手
看
。
身
心
如
何
、
行
李
如
何
、
生
死
如
何
、
仏
法
如
何
、
世
法
如
何
、
山
河
大
地

ニ

一

レ

レ

人
畜
家
屋
畢
覚
如
何
。
看
来
看
去
、
自
然
動
静
二
相
了
然
不
生
。
此
不
生
時
、
不
是
頑
然
、
無
人
証
之
、
迷
之
惟
多
。
参
学
人
、
且
半
途

レ

ニ

一

一

一

一

レ

レ

始
得
、
全
途
莫
辞
。
祈
祷
祈
爵
。

（
九
）
可
向
道
修
行
事

ニ

レ

一

右
、
学
道
丈
夫
、
先
須
知
向
道
之
正
不
正
也
。
夫
釈
維
調
御
坐
菩
提
樹
下
、
得
見
明
星
、
忽
然
頓
悟
無
上
乗
道
。
其
所
悟
道
非
声
聞
縁

レ

二

一

二

一

レ

一

一

一

一

一

一

三

覚
等
之
所
能
及
1

仏
能
自
信
、
仏
伝
於
仏
子
今
不
断
絶
－
其
得
悟
者
、
宣
非
仏
耶
。
所
謂
向
道
者
了
仏
道
之
涯
際
也
、
明
仏
道
之
様
子
也
。

一

一

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

一

一

－

一

一

－

仏
道
人
人
脚
眼
下
也
。
被
道
磯
令
当
処
明
了
、
被
悟
凝
令
当
人
円
成
失
。
因
是
縦
雄
挙
十
分
之
会
、
猶
浴
一
半
之
悟
致
。
是
則
向
道
之
風

ニ

一

二

一

レ

レ

エ

一

ニ

流
也
。
而
今
、
学
道
之
人
未
弁
道
之
通
鑑
、
強
好
見
験
之
有
。
不
錯
阿
誰
。
捨
父
逃
逝
、
奔
宝
防
併
、
雄
為
長
者
之
一
子
、
久
作
客
作
之

レ

ニ

－

－

一

－

レ

レ

レ

レ

ニ

『

ニ

賎
人
。
良
有
以
失
。
夫
学
道
者
、
求
被
道
磯
也
、
被
道
磯
者
亡
悟
跡
也
。
修
行
仏
道
者
、
先
須
信
仏
道
。
信
仏
道
者
、
須
信
自
己
本
在
道

一

レ

レ

ニ

一

二

一

二

－

二

一

レ

一

一

一

一

一

－

レ

下

ニ

中
、
不
迷
惑
、
不
妄
想
、
不
顛
倒
、
無
増
減
、
無
慎
謬
也
。
生
如
是
信
、
明
如
是
道
、
依
而
行
之
。
乃
学
道
之
本
基
也
。
為
其
風
規
、
坐

一

二

一

二

一

二

一

二

一

上

二

一

ニ

レ

一

ニ

レ

－

レ

二

一

ニ

学
道
用
心
集
考

－
六
九



学
道
用
心
集
考

一
七
O

断

意

号

d
A凋
羽
解
之
島
唱
。
是
乃
者
初
、
古
方
便
也
。
其
後
、
品
背
子
身
心
、

4
7子
迷
悟
一
、
第
二
様
了
也
。
大
凡
館
山
市
己
去

道
之
人
最
難
得
也
。
若
E
信
在
道
、
自
然
了
大
道
之
逓
塞
、
知
迷
信
之
職
由
也
。
入
試
坐
断
意
根
、
十
之
八
九
忽
然
得
見
道
也
。

－

レ

レ

レ

二

一

二

一

一

一

－

ニ

－

（
＋
）
直
下
承
当
事

右
、
決
抗
身
心
自
有
両
般
、
参
師
開
法
与
功
夫
坐
禅
失
。
開
法
者
遊
化
予
心
識
、
坐
禅
者
左
右
予
行
証
。
是
以
入
於
仏
道
、
尚
不
可
拾

一

－

一

－

－

一

－

ニ

一

＝

－

ν
＝
ν

一
而
承
当
寸
夫
人
暮
身
心
一
、
作
必
吾
珂
霊
長
々
也
動
、
也
容
。
議
身
心
直
証
去
、
是
承
当
也
。
議
長
官
従
来
身

心
、
但
、
随
他
証
去
名
直
下
也
、
名
一
本
当
也
。
唯
、
随
他
去
、
所
以
非
旧
見
也
。
唯
、
承
当
去
、
所
以
非
新
巣
唱
。

一

－

－

一

ニ

一

二

一

レ

二

一

永
平
初
祖
学
道
用
心
集
終

子
時
延
文
丁
酉
、
受
普
薩
戒
菊
子
、
宝
慶
大
檀
越
野
州
太
守
藤
原
朝
臣
知
冬
、
発
願
助
縁
尖
。
所
集
鴻
福
、
上
報
四
恩
－
下
資
三

レ

ニ

一

レ

レ

レ

ニ

一

ニ

有
。
住
持
永
平
策
宝
慶
比
丘
曇
希
立
版ν
 

開
版
奉
行
比
丘
瑞
雄
維
那

書
字
比
丘
一
書
記

い
ま
、
各
則
に
と
か
れ
て
い
る
内
容
の
論
理
的
関
係
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

学
仏
道
の
出
発
点
と
な
る
も
の
は
、
発
菩
提
心
で
あ
る
。
菩
提
心
を
発
す
る
に
は
、

無
常
を
観
ず
る
の
が
そ
の
第
一
で
あ
る
戸、

一、．，，。

道
心
が
お
き
た
な
ら
ば
、

仏
道
を
修
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
ニ
）
、

仏
道
を
修
習
す
る
に
は
、

正
師
に
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い

（
五
）
。
正
師
に
つ
い
て
仏
道
を
修
す
る
場
合
、
有
所
得
の
心
を
も
っ
て
仏
道
を
修
す
べ
き
で
な
く
、

仏
法
の
た
め
に
仏
法
を
修
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る

（
四
）
。
ま
た
、
正
師
に
つ
い
て
教
を
う
け
る
場
合
、
己
見
に
執
す
る
こ
と
な
く
、

師
の
言
に
随
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ



れ
が
学
道
第
一
の
故
実
で
あ
る
。

さ
て
、
上
に
述
ぶ
る
よ
う
に
、
正
師
に
つ
い
て
仏
道
を
学
ぶ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
仏
道
は
あ
く
ま
で
も
自
ら
の
行
に
よ
っ
て
証
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
二
）
。
行
に
よ
っ
て
証
入
す
る
に
は
、
参
禅
す
な
わ
ち
坐
禅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
七
）
。
参
禅
に
よ
っ
て
、

心
に
お
い
て
も
身
に
お
い
て
も
、
住
す
る
こ
と
な
く
、
着
す
る
こ
と
な
く
、
自
由
と
な
る
の
が
、
禅
僧
本
来
の
境
涯
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、

（
八
）
。
こ
の
よ
う
に
仏
道
を
修
行
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
仏
道
を
信
じ
、

も
し
自
ら
が
正
し
く
道
に
あ
る
こ
と
を
信
じ
得
る
な
ら

ば
、
自
然
に
大
道
の
通
塞
を
悟
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
か
れ
て
る
（
九
）
。

こ
れ
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
仏
道
を
学
ぶ
に
は
、
菩
提
心
を
お
こ
し
、
参
師
間
法
、
工
夫
坐
禅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
参
師
問
法
、

工
夫
坐
禅
に
よ
っ
て
、
正
信
正
行
に
安
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
所
謂
従
来
の
身
心
を
廻
転
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
仏
道
を
直
下

に
承
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
第
一
則
の
発
菩
提
心
は
、
総
序
に
当
る
も
の
で
、
学
道
の
根
幹
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
根
幹
は
、
修
・
証
の
二
つ
の
枝
に

分
か
れ
、
第
二
則
は
、
そ
の
一
つ
の
分
枝
で
あ
る
修
に
つ
い
て
述
べ
、
第
三
則
は
、
い
ま
ひ
と
つ
の
分
枝
、
証
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

つ
づ
く
回
、
五
、
六
の
三
則
は
、

第
一
の
分
枝
の
修
習
に
つ
い
て
の
用
心
を
、
さ
ら
に
三
綱
に
わ
た
っ
て
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
七
、

八
‘
九
の
三
則
は
、
他
の
分
枝
、
証
入
に
つ
い
て
の
用
心
を
、
三
綱
に
わ
た
っ
て
示
す
も
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
四
、

五
、
六
は
、
修
習
・
す
な
わ
ち
参
師
間
法
に
つ
い
て
の
用
心
を
教
え
る
も
の
で
あ
り
、
七
、
八
、
九
は
、
証
入
す
な
わ

ち
工
夫
坐
禅
に
つ
い
て
の
用
心
を
教
え
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
の
第
＋
則
は
、
学
道
の
二
大
円
で
あ
る
参
師
間
法
、
工
夫
坐
禅
に
つ
い
て
の
直
下
承
当
が
と
か
れ
、
十
則
に
わ
た
る
学
道
用
心
の

学
道
用
心
集
考

七
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む
す
び
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

上
述
の
十
則
の
論
理
的
関
係
を
、
直
観
的
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
表
示
す
る
な
ら
ば
、
別
表
の
如
く
に
な
る
。

用

有

所

得

心

一
｜
不
可
修
仏
法
事
｜
一
）

一

一

法

－1
見
聞
正
法
必
可
修
習
事
｜
「
参
禅
学
道
可
求
1
一間

l
－

一

「

れ

禅

吋

知

引

l
一
側
一

可
発
菩
提
心
事
H
一

一

一

修

行

仏

法

欣

求

出

離

）

一

一

一

｜

人

須

参

禅

事

｜

一

禅

一

「

他

必

依

行

可

証

入

事

｜

下

禅

僧

行

腹

手
l

一地｜一

一

一

功

一
｜
可
向
道
修
行
事
！
一
（

ー
直
下
承
当
事

右
の
よ
う
な
体
系
的
構
想
が
、
撰
述
の
は
じ
め
か
ら
意
図
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
十
則
に
ま
と
め
ら
れ
る
際
に
整
え

ら
れ
た
も
で
あ
る
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
十
則
の
内
容
の
論
理
的
関
係
を
た
ど
れ
ば
右
の
よ
う
に
な
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
簡
明
か
っ
整
然
と
し
た
体
系
的
叙
述
は
、
道
元
の
数
あ
る
著
述
の
中
に
も
「
学
道
用
心
集
」
を
措
い
て
ほ
か
に
は
見
る

と
と
が
で
き
な
い
。

二
十
六
才
の
青
年
僧
道
元
は
、
大
宋
嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）
四
月
入
宋
し
、
二
ヶ
年
の
遍
参
の
後
、
宝
慶
元
年
五
月
初
め
て
天
童



山
に
お
い
て
先
師
如
浄
に
相
見
し
、

七
月
二
日
か
ら
親
し
く
万
丈
に
上
っ
て
、
参
師
同
法
が
始
め
ら
れ
た
。
入
宋
以
来
そ
の
師
を
得
ず
、

入
宋
求
法
の
空
し
き
を
嘆
い
て
い
た
道
元
は
、
如
浄
に
師
事
し
て
、
こ
こ
に
三
百
年
来
不
世
出
の
古
仏
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間

法
の
記
録
が
「
宝
鹿
記
」
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
こ
れ
を
仔
細
に
点
検
す
れ
ば
、
老
如
浄
が
、
青
年
僧
道
元
を
如
何
に
薫
化
前
披
し
て
身
心
脱

務
せ
し
め
、
遂
に
一
生
参
学
の
大
事
を
畢
ら
し
め
る
に
い
た
っ
た
か
、
そ
の
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

青
年
道
元
が
、
古
仏
如
浄
の
常
奥
に
参
じ
て
、
三
十
回
の
拝
聞
の
中
心
課
題
と
し
て
そ
の
解
決
を
求
め
た
も
の
は
、
当
時
の
宋
朝
禅
林

に
お
い
て
教
榔
対
立
の
位
置
に
お
か
れ
て
い
た
教
道
祖
道
の
実
帰
の
問
題
で
あ
っ
た
。
青
年
道
元
の
鋭
い
知
的
天
菓
は
、
衰
微
せ
る
支
那

禅
林
を
批
判
し
得
て
、
三
教
一
致
の
謬
説
に
も
教
外
別
伝
の
宗
風
に
も
心
服
せ
ず
、
真
実
の
仏
法
を
求
め
て
止
ま
な
か
っ
た
。
彼
の
性
来

の
豊
な
論
理
的
知
的
天
棄
は
、
彼
を
し
て
向
う
と
こ
ろ
を
謬
ら
せ
な
か
っ
た
が
、
同
時
に
、
そ
れ
は
反
面
彼
の
仏
道
修
行
に
と
っ
て
一
つ

の
純
と
も
な
っ
て
い
た
。
本
来
仏
道
は
、
悟
性
知
を
趨
ゆ
る
も
の
で
あ
り
、
知
見
を
も
っ
て
計
校
す
る
聞
は
万
劫
千
生
に
も
得
難
き
も
の

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
青
年
道
元
の
旺
盛
な
る
知
性
は
、
飽
く
ま
で
も
情
性
的
分
別
知
に
立
っ
て
こ
れ
を
追
い
求
め
て
止
ま
な
か
っ
た
。

倍
性
的
分
別
の
立
場
を
禅
脱
し
、
叡
山
上
の
疑
問
か
ら
解
放
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、

一
大
転
機
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
六

歳
の
青
年
道
元
は
、
未
だ
こ
の
疑
問
を
懐
い
た
ま
ま
如
浄
の
面
前
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
仏
心
と
言
教
、
本
覚
と
始
覚
と
は
互
に
対
立

す
る
も
の
と
し
て
彼
の
前
に
あ
っ
た
。
如
浄
の
仏
法
の
綱
格
と
も
い
う
べ
き
「
正
信
」
と
「
正
行
」
と
は
、
如
浄
の
薫
化
に
浴
す
る
以
前

の
青
年
道
元
に
お
い
て
は
、
未
だ
確
立
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
儒
仏
道
三
教
一
致
説
の
横
行
せ
る
支
那
禅
林
に
あ
っ
て
、
た
だ
一
人
仏
法
を
堅
持
し
、
五
家
七
宗
の
対
立
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

禅
宗
の
宗
名
す
ら
排
撃
し
て
一
仏
法
の
挙
揚
に
つ
と
め
た
天
童
如
浄
は
、
道
元
の
問
法
に
対
し
て
、
諒
々
と
し
て
正
伝
の
一
仏
法
の
信
受

学
道
用
心
集
考

一
七
三
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を
と
い
た
。
正
法
眼
蔵
浬
襲
妙
心
、
坐
禅
は
い
う
も
お
ろ
か
、
禅
林
の
風
儀
伝
承
こ
と
ご
と
く
が
、
知
来
よ
り
直
下
五
十
世
嫡
嫡
正
伝
せ

ら
れ
た
仏
法
と
し
て
信
受
せ
ら
る
べ
き
こ
と
が
懇
々
と
慈
議
さ
れ
た
。

」
れ
と
同
時
に
、
他
方
、

と
も
す
れ
ば
知
解
の
仏
法
に
禍
せ
ら

れ
、
教
理
問
題
に
心
惹
か
れ
て
学
道
の
用
心
禅
林
の
風
儀
等
に
意
を
用
い
る
こ
と
の
少
な
い
道
元
に
対
し
、
如
浄
は
、
道
元
の
拝
聞
を
挨

た
ず
し
て
、
自
ら
進
ん
で
禅
林
の
風
儀
就
中
学
道
の
用
心
に
就
い
て
事
細
か
に
慈
諦
し
、
身
自
ら
範
を
示
し
つ
つ
専
ら
道
元
を
紙
管
打
坐

へ
と
勧
一
門
し
て
止
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
紙
管
打
坐
へ
の
勧
請
こ
そ
は
、
老
如
浄
が
道
元
の
誘
披
に
お
い
て
も
っ
と
も
心
を
用
い
た
第
二
の

点
で
あ
る
。
当
時
の
道
元
は
、
打
坐
の
仏
法
な
る
こ
と
、
仏
法
の
打
坐
な
る
こ
と
、
所
調
打
坐
即
仏
法
の
正
行
を
明
き
ら
め
て
は
い
な
か

っ
た
。し

か
し
、
求
道
の
志
操
深
く
不
惜
身
命
底
の
道
元
は
、
如
浄
の
慈
講
に
接
す
る
ご
と
に
そ
の
蒙
を
啓
い
た
。
と
く
に
、
了
義
、
未
了
義

を
競
る
問
法
の
後
、

そ
の
心
境
に
一
大
転
機
が
劃
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
、
古
仏
天
童
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
に
信
受
せ
ら
れ
、
如
浄
の
正
伝

の
一
仏
法
は
水
を
器
に
潟
す
如
く
道
元
の
心
身
に
そ
そ
が
れ
、

か
く
て
旧
見
は
脱
落
せ
ら
れ
て
、
正
伝
の
一
仏
法
の
信
受
は
遂
に
決
定
せ

ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
老
如
浄
自
ら
の
垂
範
糾
披
の
ま
に
ま
に
、
極
熱
極
果
、
を
も
顧
み
ず
昼
夜
定
坐
の
人
と
な
っ
た
道

元
は
、
遂
に
身
心
脱
落
し
て
行
証
を
左
右
す
る
の
力
量
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
の
一
生
参
学
の
大
事
は
成
っ
た
。

い
ま
、

ひ
る
が
え
っ
て
後
年
の
道
元
の
撰
に
な
る
学
道
用
心
十
則
を
見
る
と
、

先
師
如
浄
が
も
っ
と
も
心
を
用
い
た
「
正
伝
の
一
仏

法
」
の
信
受
は
、

「
参
師
問
法
」
と
し
て
、

四

玉、

六
則
に
詳
述
せ
ら
れ
、

「
紙
管
打
坐
」
の
お
し
え
は
、

「
功
夫
坐
禅
」
と
し

て
、
七
、
八
、
九
則
に
詳
述
せ
ら
れ
て
い
る
。
第
十
則
「
直
下
承
当
事
」
に
、

「
右
、
身
心
を
決
択
す
る
に
自
ら
両
般
有
り
、
参
師
問
法

と
功
夫
坐
禅
な
り
。
問
法
は
心
識
を
遊
化
し
、
坐
禅
は
行
証
を
左
右
に
す
。
是
を
以
て
仏
道
に
入
る
は
、
尚
一
を
捨
て
て
は
承
当
す
べ
か



ら
ず
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
如
浄
の
仏
法
の
二
大
綱
格
は
、
そ
の
ま
ま
学
道
用
心
十
則
の
二
大
綱
格
と
し
て
、
こ
れ
を
貫
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
に
興
味
あ
る
こ
と
は
、
両
者
の
性
絡
の
相
違
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
坐
禅
に
関
す
る
重
語
に
し
て
も
、

一
方
は
、
自
ら
大
光

明
臓
の
廊
下
を
緩
歩
し
つ
つ
親
し
く
簡
を
示
し
、

ま
た
知
袴
の
ひ
も
は
長
時
間
世
話
の
な
い
よ
う
に
強
く
結
ん
で
お
く
こ
と
を
お
し
え
、

あ
る
い
は
、
僧
堂
に
お
け
る
坐
禅
の
と
き
、
椅
子
に
あ
っ
て
ふ
ん
ど
し
を
着
け
る
方
法
ま
で
お
し
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
制
坐
禅

す
る
と
き
こ
し
よ
う
を
食
べ
る
な
。

H
W
風
の
当
る
と
こ
で
坐
禅
す
る
な
。
川
円
坐
禅
の
と
き
は
舌
を
上
顎
に
控
け
よ
。
科
目
は
聞
い
て
坐
せ

ょ
。
制
坐
禅
の
と
き
は
、
壁
、
扉
風
、
禅
椅
等
に
街
る
な
。
ハ
門
坐
禅
の
と
き
は
、
心
を
左
の
掌
の
上
に
安
ぜ
よ
。
等
々
説
い
て
尽
さ
ざ
る

と
こ
ろ
な
し
の
感
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
道
元
の
重
議
は
、
あ
く
ま
で
も
修
証
一
等
の
坐
禅
の
本
質
が
強
調
さ
れ
て
、
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
説
か
れ
る
と
こ

ろ
は
む
し
ろ
す
く
な
い
。
こ
こ
に
も
、
道
元
の
性
来
の
知
的
論
理
的
性
格
が
現
わ
れ
て
い
る
・
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四

「
宝
慶
記
」
は
、
学
道
者
の
立
場
に
あ
っ
た
青
年
道
元
が
、
先
師
如
浄
と
の
聞
の
問
答
を
自
ら
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

「
正
法
眼
蔵

随
聞
記
」
は
、
宗
匠
の
立
場
に
あ
る
道
元
の
四
ヶ
年
に
わ
た
る
慈
諦
を
会
下
の
懐
非
が
記
録
に
と
ど
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
随
聞
記
に

記
録
さ
れ
た
慈
詩
と
、
道
元
自
身
が
編
纂
し
て
学
人
に
与
え
た
学
道
の
用
心
と
の
聞
に
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

六
巻
に
わ
た
っ
て
記
録
さ
れ
た
慈
請
は
、

ほ
ぼ
慈
諾
さ
れ
た
年
月
の
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、

と
く
に
初
期
に
多
い
慈
謡
、

学
道
用
心
集
考

一
七
五
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後
期
に
多
い
怒
講
、
初
中
後
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
た
慈
議
と
を
判
別
し
て
知
り
う
る
こ
と
は
、
著
者
が
さ
き
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
註
そ
の
際
、
総
数
九
九
項
の
慈
講
を
七
つ
の
項
目
に
分
類
し
た
。
い
ま
、
そ
れ
ら
の
各
項
目
と
そ
れ
ら
の
各
項
目
に
付
属
す
る
附
録

の
慈
語
数
を
も
合
せ
た
慈
語
数
と
を
示
す
る
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
一
）
発
菩
提
心

（
ニ
）
学
道
の
人
吾
我
の
為
に
仏
法
を
学
す
る
こ
と
莫
れ

（
三
）
学
道
第
一
の
故
実

（

四

）

坐

禅

（
五
）
学
道
の
人
衣
糧
を
煩
ふ
乙
と
英
れ

一一
一
五
回

（
六
）
因
果
・
善
悪
応
報

（
七
）
同
心
に
和
合
す
べ
し

第
一
項
目
「
発
菩
提
心
」
は
、
学
道
用
心
第
一
則
に
対
応
す
る
も
s

の
で
あ
り
、
第
二
項
目
「
学
道
の
人
吾
我
の
為
に
仏
法
を
学
す
る
こ

と
莫
れ
」
は
、
学
道
用
心
第
四
則
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
項
目
「
学
道
第
一
の
故
実
」
は
、
学
道
用
心
第
六
則
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
り
、
第
四
項
目
「
坐
禅
」
は
、
学
道
用
心
第
七
‘

八
、
九
則
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
闘

聞
記
の
慈
諦
の
過
半
数
は
、
学
道
用
心
集
の
中
に
こ
れ
に
対
応
す
る
項
目
が
あ
り
、
し
か
も
学
道
用
心
の
表
題
の
順
序
と
慈
語
数
の
順
序

に
な
ら
べ
た
随
聞
記
の
項
目
の
順
序
と
の
聞
に
は
、

ほ
ど
平
行
し
た
関
係
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、
学
道
用
心
十
則
の
編
纂
者
が
、
道
元
自
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
間
接
の
証
拠
と
も
み
る
こ
と
が
で
る
き
で
あ
ろ
う
。



何
と
な
れ
ば
、
も
し
第
三
者
の
編
纂
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
者
の
聞
に
こ
の
よ
う
な
親
近
関
係
が
自
ら
生
ず
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
第
五
項
目
「
学
道
の
人
衣
糧
を
煩
ふ
こ
と
英
れ
」
は
、
学
道
用
心
十
則
の
中
に
こ
れ
に
対
応
す
る
項
目
が
見
出
さ
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
の
項
目
の
附
録
を
省
い
た
慈
部
数
は
、
第
二
項
目
の
慈
穏
と
同
様
、
随
聞
記
中
最
高
位
の
一
つ
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、

前
半
、
後
半
を
通
じ
、
繰
返
し
繰
返
え
し
学
人
に
与
え
ら
れ
た
慈
識
で
あ
る
。
三
衣
一
鉢
の
ほ
か
は
あ
ま
さ
ず
こ
れ
を
す
て
て
仏
道
に
入

る
こ
と
は
、
深
い
菩
提
心
な
く
し
て
は
で
き
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
慈
請
の
中
に
は
、
発
菩
提
心
の
お
し
え
も
あ
わ

せ
て
含
ま
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
当
時
の
遁
世
者
逮
の
遁
世
と
い
う
の
は
、
各
自
の
斎
料
の
こ
と
な
ど
十
分
用
意

し
、
修
道
生
活
に
要
す
る
費
用
の
出
所
な
ど
十
分
配
慮
し
て
か
ら
遁
世
す
る
の
が
そ
の
常
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
道
元
の
仏
法
に

お
け
る
出
家
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
特
別
の
慈
講
を
必
要
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
七
項
目
「
同
心
に
和
合
す
べ

し
」
も
亦
、
開
宗
当
時
の
僧
団
に
お
い
て
は
、

か
な
り
重
要
な
実
践
的
必
要
性
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に

対
応
す
る
も
の
が
、
学
道
用
心
十
則
の
中
に
見
出
さ
れ
な
い
事
実
は
、
既
に
第
一
節
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、
学
道
用
心
十
則
の
撰
述

が
随
聞
記
の
慈
認
が
始
め
ら
れ
た
年
の
前
年
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
矛
盾
な
く
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

「
学
道
の
人
吾
我
の
為
に
仏
法
を
学
す
る
こ
と
莫
れ
」
の
慈
誌
が
、
随
聞
記
の
慈
議
中
も
っ
と
も
多
い

回
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
、

お
よ
び
、
こ
れ
に
対
応
す
る
学
道
用
心
第
四
則
「
用
有
所
得
心
不
可
修
仏
法
事
」
が
、
参
師
開
法
の
第
一
項

目
と
し
て
筆
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
用
心
が
、
道
元
の
仏
法
に
お
い
て
極
め
て
肝
要
な
意
義
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
仏
法
が
、
悟
道
得
法
ま
で
も
投
げ
す
て
て
ひ
た
す
ら
仏
法
の
た
め
に
仏
法
を
修
す

学
道
用
心
集
考

一
七
七



学
道
用
心
集
考

一
七
八

る
不
汚
染
の
仏
法
と
い
わ
れ
る
所
以
も
ま
た
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

五

学
道
用
心
十
則
の
編
纂
は
、
道
元
禅
師
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
機
は
、
天
福
二
年
中
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

第
一
則
は
総
序
に
、
第
十
則
は
結
語
に
あ
た
り
、
第
二
、
三
則
は
参
師
開
法
、
功
夫
坐
機
の
ニ
大
根
幹
を
示
し
、
園
、

玉
、
六
則
は

参
師
間
法
に
関
す
る
用
心
を
、
七
、

八
、
九
則
は
功
夫
坐
禅
に
関
す
る
用
心
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
簡
明
か
つ
整
然
と
し

た
体
系
的
叙
述
は
、
数
あ
る
道
元
の
撰
述
中
、

「
学
道
用
心
集
」
を
措
い
て
ほ
か
に
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

宝
慶
記
に
お
い
て
、
先
師
如
浄
が
も
っ
と
も
力
を
注
い
だ
「
正
伝
の
一
仏
法
」
の
信
受
と
「
祇
管
打
坐
」
の
お
し
え
は
、
第
二
、
三

則
と
な
っ
て
、
道
元
の
学
道
用
心
の
二
大
根
幹
と
し
て
こ
れ
を
貫
い
て
い
る
。

四

「
正
法
眼
蔵
開
聞
記
」
の
慈
誕
の
三
分
の
二
に
対
応
す
る
項
目
は
「
学
道
用
心
集
」
の
中
に
あ
る
が
、
残
り
三
分
の
一
の
慈
議
に
対

応
す
る
項
目
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

「
学
道
用
心
集
」
の
編
纂
が
天
福
二
年
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
く
理
解
さ
れ
る
。

五

学
道
用
心
の
表
題
の
順
序
と
こ
れ
に
対
応
す
る
随
聞
記
の
項
目
の
慈
語
数
と
の
聞
に
は
、

一
定
の
親
近
関
係
が
あ
る
。

こ
の
こ
と

｝ま

「
学
道
用
心
集
」
の
編
纂
者
が
道
元
自
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
間
接
の
証
拠
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

・畠ー，＼ 

道
元
の
仏
法
に
お
い
て
は
、

「
用
有
所
得
心
不
可
修
仏
法
事
」
が
も
っ
と
も
肝
要
な
用
心
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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